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後、壬仁に灯罷哺籠亡牟を改繁するためには、早急に開通診瑞戸村昭利l謹外軋・川鍋L  

管外札麻酔科、lセ見料等）との適携など凡作的な御節を幻てることが必要である   

倒産抑救急隈御帥lはこれまで匠痛棒蘭相互の址携をrl】心に整備さ九てきた，また 

酎本牧悪疾恵は馴イこと胎児・研く亡児の診療を同時に行うという特殊性があり、周環洞医  

療附裾引炬尉・ら一醸の救急医療とは別に構築されてきた経路がある．すな一lつら、平成  

8年暖からチ封じされた周稀期医症封訴事業により、馴割符県が設置し現」邪摘者も参  

加十る周在糊医王田方ち鏡台で総合的に計獅され、産科と新生児の民力烹を・トL、とした総合周  

庄川母子匠掠センター及び地域伺荏期母子隈癖センター【以下、咽産期は干怪我モセン  

ター」とし・う亡）の空蓬騰が各卸通糟粕こおいて進められてきた，それによって構築主か  

てきた匠癌rl刷を維持・姫展させることは今後ヰ一離接いfけjtぱならない．一万、周琵  

翔け千匠痴モンキーの中に軋一眼救急及び関址診鳩羽Ⅷ榊緯外軋心雛血管外臥  
1紬詐科料が併設さjtておらず、通常の席料疾患の診紺1で書ても、合併痛を甘する杵  

婦の救急愚者に対応できない施設が存在する。また、産科救急愚者の受け人血に丑NI  

cuの充実が必要であるが、近年、NT CUの不足とyF：ヒ児■剰門匡の不足、抑当スタッ  

フの労働条件の悪化与；により受入能力の低ドが鼎竃になっている。妊婦の軌忠恕昔臨jを  

作制の敗怒にふたっては、二れらの問踏も輯まえて横言・ける必要がある。   

本，乱淡会で烏、前述Lた7抒京都の事例を鋸正し、柚迅された脚趣点を盤朋Lた上で  

今後の日本における店屈州怪痘と救急佐涙亡の随伴と避帆のあり力、及び胱廻船批のた朽  

に必要な対隠こついて検討した。閑辿i頃域の札叩『家ヒ和上引七袈の委員が謎佑を盟jl、ご  

らに参考人として打払者を招渕してに純な乱射・らの意見を加え、今般、以‾l旬程言な  

肥りまとゝ勺たのでここに靴治するく  

平声ゞ21勺三3J】1日  

周産期医療と救急医療の確保と連携に関する懇談会 報告書  

～同産期救急医療における「安心」と「安全」の確保に向けて～  

第1 はじめに   

救急医輔は直接患者の生ケEに関わる低研で、我が国のすペてJ）地域において万仝の提  

供棒刑を一！たえる必要がある，し刀ゝし現状は、平成20どlり∩円に東京詞；で起書た事例等  

にも．乱l三〉」1るように、姉決すペ吉【荒モなR口題を抱えており」笥挟が賃に去心できる救急  

伍稲作制の闇湖ほ行うことはまさに緊急の課題巧言える． 

中ても．胤産材救急倭痛は少子化対箱の軋烹からもモの†帥」■憶備が急がれており、国  

民が安心して21偏に臨〟）る困就農境のラ享現に向けて効果的／（施策の実行が求められて  

いろ．周産が胴改急隈吼こは杜体・胎児の救急抵疲と裾卜児の枚急匠痛があり、モれぞれ  

の拍動を明陀に㍑；舐しつつ伸制盟臓¢1童封を行うことが必費であるコ   

ロ本の祈！亡児牝亡率はすでに1980i卜代から同悔的に最もすぐれた成紀‖こ剖透し  

ていろ（「人U動態錠れ厚1二労働省）．ニの成果は長平に慮る地域における朝生児塵  

｝甘隠脊埋竃（以F、「N t CU」という】Jの・憶備と、仁即日櫓送・新生児俺達という  

疇謂俳吏1某怪痛l糾りの普及によって得られたものである。中で1穴l放出周三体史児をはじ  

めとすう／、イリスク新生児の川生姥が急速に増加（】0隼前の約1．5ム引こ増加二厚生  

労胸囲学研彗lしている；丘牢の悪兼†牛にもl那つらザ新生り已死亡率を低l＝させ謝すている  

のは、我が国の祁生児医も榊）ノ）によるb♂）てあると這えるご しゎ▲しなが仁．同時【こ、二  

のハイリスク研ごl三児の増加によろ研生児匠噺是肘抑」J）イこ僻も町lらか±なって幸た。現  

ノミにl甲l鞘二約l万人の疾病新生1せ・l尉u生†臣削上位紺生児儀しぃ治現そを必要±する等♂一ノ  

．需要・別膚大に上する立J草子がど、要になっている   

－仁 一甘積届哩亡毒l＝産107ブ■11リ裾引触りこ己′（吾Lrこ 1955rトに】H】  

丁て三へつた主，しりが21＝〕7iドに：i31にまて座下し、什宕は明月潤裾銅価こ 一軒制．宕J′ヒ  

Lキ：lrノ撞い氏い乱丁ノーつに放えらか－ている．粧二、枯言貨1Jた加増放や鞠血「紺1しり佃荷役  

1駐j琵期「か．拉相川歳」「∫座i妊婦乃根上注±して、一迫、杵′ル封甘叛法＝二上る叫亡は著し：胱り／  

していう「J、口跡封刷・」1別三方物音） そr′）1ま‡控 一一け「7、元▲輌l度し・■ノ掛、購血書  

牲むたど∴荒鞘だけて烏斗帰沌泄野川‖蓑凧左‖二よろ掟作シヒ亡ノ・拍電化して看ており、今  

】   

第2 現状の問題点  

1周産期救急医療を担うスタッフの不足  

（l）露和圧不虻  

」浦和：q拍1小二・粧車圧川細モ遥がj昼延した何個ノンじとつ±して、当用三人要晶石・㍉っ」こ  

、㌫沌臓側臥利和再ンクーノノ尉・1当匪√刷が完（ポ斉して■・、17」▲つた二±が’軍：†らゴl＝エ▼  

二．つ背欺こ、馬堀／′、祢仁り重附加▲上rlことして誹少していう坤て、ユ鋸ノブ川キに遁房某な／吉子ヰ  
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咽芹矧拝稚∈）：こ徒歩せナ届ノ、†斗ミニ171モナミ医師．チ、ミい亡ユ川岸千言〒児を機に部首乱文r」  

川崎せざろを肖4い女性搾師しr′釧青力⊥】誓えている封≠り、て「ろ．1増71よ・棟を言；．－し㌻人け．－  

ば、今「た、現場の荏田「亘卜■註が更に票ヒすろり†徒性∫」i‡）も 

12）新∠l三児医就号fq当医イこ足   

了糾二児匡頼は急速に享∈近して看た王：そり）匡す京を拍当十る町制ユれL匝′Jに卜足し∴  

h甘熟思勅計略凱阻転作制を■・’凍すう上れり梓壁とノ上っていろっNICしlは独立Lて当  

直圧制≡たは喜代三助）美作制をi准持十ろど、突か′ちろ7′1十うJrf／、1上し7）1上土Ⅵ＝宣布汀町当区∵  

†定性てきてL、ない拡言空が少な」J▲ら十仁恵十る、また、訂㍗とし里子JjJiは信書斗とLてこごJr〉らj  

てさごらナ．箱′J三児匡痘の咋－√ヲ愕在位を行うニネL斥を音1そ大′、J何丁・雷＝一類こらミiとし乃・ノ  

t 二爪王て析′卜児笹姐ユ小児科の一一組域として弓亡J艮Lて壬た7′、「ニ1怯匡もミiてJ，ろ錬′1  

児圧縮圭Jする芯繋が苗蓋う中て、1什1甘フに」n当するF紬′Jをふ種L」亨症顎棋鉦1」可′∨一；  

ろ什帯出誓備膏㍉乙生て九ろ  

（3）麻酔対席／F先   

手術庁州におりる府描隼胚汗ノヰ・ど」ユニ1鳩まっていろ二i」六」、わr」† 現在」雨桐射  

且掛拙伸二車程している二柾〃旨瑚巾リボ分筆「丁も、叶桶≠仲仕∴「鞋 －′た叶L∴ ホ±ヒ川桁  

麻酔を霞現任廿牒行することも少互べ㍉い一指に 丁■右手†吊より‡，tl児山リスクが高い  

誓ユ庵］三1州茶棚力；多く実施さjtる断案押迫子区舵tンキ【にユゴい「1i、帖砕‡握瑚．損七t  

が強く火預られている1′・、視聴てに十分に末恒∵亡きてい／⊥い、  

（4）救急阻症を掩う隈帥の／ドJ∈  

l皇．己・科りγ往む1、三け丑．01石崎施設て．ih、む比毒直美几＿∵む【±ニ、神′J．大池こ1  

】■封扁禁に封而していろLt「ル）、モしつ祇ン川上は少7fく、1て同山 ．う、］・1ヒ困六り応諾ノノミ己±  

ヒ′′；l枠順を施l某て享ていなし＼干上・「重い111ユニ細し′ノ多／：i、こ仙′」－】i，I更り．L肝油座声  

プり1ひノ／し†冥㌧■ヒ′急性「ぢ．柄巾稚触二」㌻∴こ喜細舌l・圧モ帥リ眉活か■√上し用〔Tljによって押1 

1丁いろけルタご振てニーるしモいLそJ：・「‡言とゴ1jfI拝帖J」こノ「坦敵方佃 甘言L匡樟しrノよ氾  

∴エコ・「り癌訪浩L二トト卜乙正号町十し r■こ誌Jメご机上‾〉ろ†川向∴‾   二／1。一㌣．軌こ、「【一   

ン睡㍉阿師直連句L’ン〉ト宿していう  

（5）分娩を1Rり摘う助産l妬こ7J不！己   

地域l二さ。いてrl、計肝症㌫宣し、／Jt産／∫用．ぴ1行′】＝児出ケアを押う軋扁紺‖右下足していろ．   

ま7二、は内助在所・別伝価外′l：の普及十′イリスク／rt嘱 目荏の増加とといこ、助産   

涌叫笑「‖旨掠等′＼山間巧√〕・これ言て以上に虻度とげっている、  

（6）去ラi（王三児怪応を掩う有徳仰の叶欄   

巨石′け律雄用描嵩常時3正当たり上告 轟射捌打払か1、どいゝ九るNICUと、宮［キB  

咤当た～り′ちJ】郡監価弧邑三7ノ▲来車ら九うG⊂U（Nl【Lしlに併設されたl鞘公卿再三）土、  

l⊃f■7成；hこいるこ締1三1膵椋二←スに比し二lヾtしこし一の渡吊軌がイ牒している上蛸‾・：  

は、ト1亡しJ∴J【已か細こ抑巨〔n伏梗に∴‘】N】⊂lい、〃）研悦ノ、1嵐む県が＝ると、N t  

CUて管理していろし壬をG仁’し一に持しこ‡‖′こしていら′犬用かわろ⊂二由仁〟）G仁一lにさ）  

いてむN†Ct㌧車】等の高い笥誰し∴ルヒ看沌師配牒芳一い小三オ1るか モjlに細ごで与  

ら石誰滞日む小不満していら．¶方て、N r仁．し†に崇拝方こJlろ埼焦・てむ、首班租負の而歳  

がて手1に箱′卜して⊥吏′・こいこいろ枯言更モ〕17手1＝十う 

2 周産期庄療接辞の茶話と相互連携の問題   

岨琵期艮子匡症tンサー烏ノ、イリブ、ク走者を多く取り持うへくl∴別㌫されてきた7J、」也  

塊再ニース増ブこにりして、虻完備雄鳥鵠‘l仙女び低山生持運明」摸増澤＝川の主人能力か  

不粧している．二の患者受入儒ノ」ノンド是r∃、侮言スタッフの不堪と受人石rfた病熟ノ〕ニ「た  

1▲王キ原因でれる．付こNr Cし「は値：首相こ蹴矩一そjいこl巨い壮撞に【手，り．＝jlがり貼三  

期救急運．者の宜＝人力逐≠鳳にしていて〉く   

剛毛頻闇イ匡症モノタ十こお【ナる蜜床山d姑り園鰍二拍華をホ再ていろ要い目して、川  

琵朋圧上目云症十ンケ、1」外し′）施三‡てい症舶㌢津川律相場憧署旧寸lキ症セ／ク1二  

日僅；き≡jlて。帆恒堀まっていろことアハ1∴ナL三ノーtろっ 二八に：1、作帥キー星キによ′り∴j∈期  

仁子拝症一ヒ＝’7肝リノト旬也槻サパH手郁ふ引石呈が聴下していろ二±に伽H∵T」モ拍車謹  

ノ▲ト三三む仲J1fノl▲とし／イ≡′．付い甘美宜′＼1り7、つ／ニー描のそけ7＼．jtをぴ誹㌣トるL言†lalヤ∴詔1与  

封手を「甘わ上ミニ±′＼リ〕二i∠ごと′∴賞打針八大吊罷工≠H沌射 し‾こいる   

壬．ン二∴j掠胞言三山ニ∬高鳥いいこより、他項二⊥ってに≠信雄＝圭一伍Jl一モモン ′－∴二止  

五折損葉【＝＿、ケJtニつ、イリ∴予お古し－〕アニJ・・）しり空圧肘－を支出酢こし‾：いるし ミγ二、N  

l亡Ul－満作±た豆ぺ山にご1低J＝」三rt重1′十月H∵巨把川肝二上1て、N†CU，，1r■㌢が杜夫  

しているニセ、五た N】Cl＿TJ里美†三し′ノ壬′ノ丘り1に一軒「ろ友掛川り力▲・1；ト■rヱい二1‘7人ヒ  

乃・ち、Nl（U5一ら退京て壬十に箆押入院；石毒さナてし、う塵Irl；1？か存在十ろこと／rr；。   

、   

一九匠1甘スタッ7の不毛烏、ピ1要ブ工当直匡妬んkの淀僅「亡とを［摘モにL＿、当直往か  

／、、の建、者の云i才科こ当たてていれば∴品し豆粕意生者が笠け人出ら山号い昭誹几点し   

二九・つのことが亜r上って、多くしり地域て周電期母子剛‡セン才一がそ〟〕伍能を十加こ  

黙たせ互いり≦晒がぁる，結合伺琵期尽す匡環七ンクー．′ノ・一施設爪′プ」の地域【こおいて∴L  

当言責tンヲ】がかろうじてその構結を黙たLている場合ら多し、ポ、詭宣一句靂期比羊頂塙  

センデーが抜放存在寸る大許ホては 多放√）足首を一旦ヨよのi豊合間信州出千搾症－セ∵／与トー  

で分担」て三日入」1引1刷をとる必要かかLつ、そのたト′）に蒜猥とLて摘逐先の選程に鴨  

問を嬰すろこ庄川′ド姥′たしている，また、＼ノド不程ヤ人員手引こは地刃滞＝各童カ・存在L、  

地峡内ての患者主人能力が不一卜分な弛刃てけ「刹兵I具しり施設に一釦甘ビざろを得ない状た  

む存在ナう【終に、す訓ヨでは拝‡好と越′ミての娩迂が常闇漉Lてf．り、上り広域のJ・吏i既  

J）必要性も生じている！  

3 周産期致急医療と「般放免医療の逼携の問題   

周克期匿1椚tril声】は一腰扁持出ユlモ症ヒ胎児・軒巨l封セ○恒癌爪餃傾ては、ざ王ぼ自Lこ完  

指的に納言十ろことが可能て、粧こ1椚児に関するネソトワーウは比較的帆㈲二i封H∈  

l∵てきた∴一十ね、句けい甘み弱緩においてほ、「値故意匠薄黒月ペイ滑脱舘】′貢分野と直通  

挽か真人件制の確保のため輌持て重要てあるか∴呪状悠l分r∫‖二帖つ、石ー王促されていると  

にいえナよい」同音津l氏子医術センクー一軍にじHlこ払吊k．己に細㌫可能な桐，lル併設∈1tて  

いろ僻賢でL、施設内での適卯よ辿眈√t調刀川篭ら1tていrrい場合フノーエ・－る，王た、同施  

設に一般斥仁‖亘′ユと祈仁兄イセ○、√ハイゴ17ノ証有償せずい施設牒h址畑・ビゴ雲▼J、他柚二子＝ル、  

てL、ニ＝の連相川二llけ小十㍉上別品≡！し1い7ごし、土二ろ1イ戸在十ろ  

Iヨ完洲七三－む昔に減り＝二1jlこ丁ミ，√ニし⊥】：二月、抑ロ】、れ周な矧甘塩粍閏二㌔いて、附  

則症笹ニヒに－一重．肯し刊帥石肌仁射Ⅲりこ二上って川こ一」5ノー、l引；‘HJが一（コ圧倒として」り  

Jご十三7ノ■を串胱軒「る・ビ・嬰かご1らか、こチじ二）判向某ゝl≒につし、て化成レ：堰JJ．批【■ヨヒ冊ノノ田上圧  

ノ澗でコン亡ン十三小県東三上て巨互  

4 情報システムの問題   

抑詔椚墨拍描レステ⊥魚用紹㍑聴瀦を封別封雛 こ依存LているたJわ、計に－1ア  

′レタイム摘糀が㍍示≡11ているとはⅧらす、緊急時に必すしL打柑でない埼占・がご・′る，  

また、†浮召iのtンキー化が近封∴いる化粧やF■用ヱのi出連結用ができていない地刃沌存竜  

寸る さらに」甘紺システムが1計遺桐l？、ニとに別個にi重‘．汽≦九ているたとノー、l司覧て蔓ろ  

受人項酎用減腰間捌椚掴欄柄に腫られてし支い、竹内の慌痛惜間け）受入能ノノが7】こ鞋  

している地域ては、睦送先の選定に出竺】婁を1三じろ埼合力jぁる．   

また、周確抑圧癖‖；制持て肇の謹言銅：軋述の背呆を持つことから、半ブ√モ以上の細道府県  

て－－Ij等軌こしのた的の牧忽医わ引責報システムと倒産卿故意し惜閉システムがモ」tぞ九地ご上  

しノて運用されている．そのような地域て悠、甘児両ノ／にj衰ヒ丁け亡医療を提供てきろま人匡  

壷吐肌の増克美円育に行こ㌻山り寄合がもろ  

5 妊産婦死亡の実態が不明   

朽床婦死亡は、死亡診断7加）記弛哨に、死亡と妊娠がに射宗づけら九ないJ」差合に†：エ、仇  

封」：把握できないこ間接明亡等の症例を芦「Jノノ」t：ま、粍小国の粍琵婦死亡率はタヒ⊂こ州斤悪  

から推定さjtる塩船上りt）：55％高い他になろことが指九笥二九ている＝享佗東湖」科イ冊  

究），朽産婦庇亡に関するデータを、粁柑」藷碩の設定、医積flこ制の政吉放び疾病1′机  

に正しくて1－ト′くノクてきるように、死亡言＞断てたJ）記∫l．k内容のありノブを見直し、正lトム   

な妊産婦堆亡の実態を把指寸る必要がぁる，  

6 社会的ハイリスク妊婦の実†糾て不明  

Jr∫Ⅲ長叫二確刊平河紺封詞を雲ぶしていないせ者は∴什媒に関する基本惜郡★ぺい り北■1  

津云至こに妄言Jt′〕昔＃，にi′L＿全的締前約いイリ「ク要職†が指摘三れてい≡一〃・、こイ7「痛左一首ナろ  

－1巾ごか高二【ノた・i的に㍉ノ イりニケてしhJユ ニリイニれ＝に受捌工■扁を含ソーたi■トニ三川JI  

「クーニモH壬叫：ヒノ1一にL ビ繋．1：リホモぷ十う亡ワ空：1一ユーモ 

箋3 基本的な方針（検討における大前提）   

ワ什HJ」雄三討を汚ノ．に桔L、宣謳汗軒】性を整キ引ヒ「1うた∴⊥、い卜しりよ1一し万甘三 

荊才′是±7二   

．】ご  



㌢、隋稀においても剛′策てあり匿窟伍開くり管理者は、扁婦人軋小児科（新」二児）」軸砕  

軋故．0巨樹二闘逃す引翫締l放び撒布救急センター等か協潤して診癖できる圧制の構  

築にうfとぅる′ビ、蟹がある．   

一方、医疾従事者烏、怪癖⊂関わる様々な間組こついてl∃らもその原田を仙山すると  

といこ、同腹び他力自治作に対して槽親を鞋侍し解決を巨‖盲した絞首を行うペきであろ  

また、軟葱隈プノラ（では各診痛科に関わる匡学的知識と診療行為が必要てあり、周琵期に‘じ  

じる急性病態についても、古語損料が他力してデータを炎札分析し、研究を進めてい  

く・仁繋がある  

4 国民、地域住民の協力   

より良い匠媒体綱を保持ナるた瑚こ乳化域／1三E亡の理解と協九が不可欠で美り、建應  

州からの視点による椚拠点の指摘ヤ姿望の弓亡†吉を行う稚と、周床期匠軋救急拡庫のf′iこ  

紬■一り上へノ）同民のf嗣郎勺な関与が期†寺さ】1る（  

1 国の義務   

ノ」i二rヒ社会にあって、咤在鳩・胎児・斬」三児を対なと十る短周期圧癌が明Rの日本i土  

会を構築する某悠であるという認三通のLとし政府ヒして方て・の件制を整備していくとい  

う右．1針を去サL、ニのi析斌における阻侵のり賢hと子を各キ盲てることへの同氏の「安  

心」と†一で也」の肘策を晶優先することを周の責持と十る1   

周荷期降職は、禎雑な厄塙朋潮l榊糾の中の一部てかり、周靂期尾暁のみを視軒に人れ  

た」三岡画一的く亡対にで（：川田趣の矧ノとが出ま尭であることを山現しノ和隋程慎一別姓知性を捉  

えた上て＼川」の空言副こ陥らず、現状を十分にム■占まえた催決方法を桔崇し／∫けメ1はなら  

ナハ、   

『症提供凧制は、瓢嵐紆県が責任4月って作；菓ナべきら√ノであるが、国ri「一本合体を  

見据えたノ封軸性を′」万歳明があ古   
間は、離しい町政状況てはある力■・、nl瀬植†勘ニ㌍めつつ、匡採取場王遇鹿の角川が′1  

かろことのないよう、必要な財政£隠や給痛報酬上の措起等の封桁†巌‖すべきでぁる，  

2 地域の役割   

隋朽提供√川l‖ま地域ご上にそれぞれ異7上った相生を肯してお＝、蘭ほしての托括的ナ〔  

り蘭二加え、それぞjlの地妓においてその柳生を踏まえた効果的な対届ヰ儲沃几けれは  

J上ら／机、。地力■自治伸や地域の性7ぷコミュニテfが動か／上けjlは、口Ⅵ題は佃ノミしなし、二  

とを念動こ砕くべきである，   

拍に地方自治体は周確瑚救急倍額作lけ服はている問題を正Lく認識し、各校政鋸砦  

廻の中でそ再開趣解決の優先疫を減研こ一大施する責任がある   

他ノバヨ冶†、こごi、地域における区域コミュニテ√！の；弘恍を、壱にし 上云亡正一た組【こ付すろ  

ユ慄を倹封十る必勘シニふる‘その撞、往全的ハイリス∴′妊婦の‡様についてし併せて抜  

目寸‾う・ビ勲カ1舌．る  

3 医療現穏の役割   

朽癌杜偶の蒼靴音けぃ胤甘師匠癌と 一ほJ糾‡ノの詣l粧姐直通大さをぶ肌し、モ・叫甘直に  

】l！’rて■け力亘ノ上りナ＝まなら互い   

ほ痛快I批こ；几、‾こど工、匡桁n高ピご化と小棚ヒにより言ブイ′王†斗別ふろいご朝こ‡諾別の佐一柚＝  

乱iしユてちて言「らノ1；、軌盈匡癌で！i多二しn貢班川√ノ辿軌が卜可ウこてふろ、二山鳥周花期措  

第4 周産期救急医痕体制についての提言   

ヒ記前捉を路虻えつつ、輯碇期牧忽＃者 し妊在帰投急及び鴨児■鱗生児蝕霊■．）tり壬H  

人丸が迅速かつPll鋸こ行われる作鼎ほ†符彙し、そ九らの‖こ冊を国民に対して広くわかれ  

やすく提示し、もって国民の‘女心と安全を陀粧するため、本懇談会は国に対し以ドの作  

胴整備の購弛緩雄にするこ  

1 現状の把握及び情報公開   

地域におけろ掩送本例墨の分析む締・告こ汚い現状把】犀に冥ごわる＿そi■Lらのl開け巴掛り  

ぁりノテ節については、地＃自活井叔刃1憲一絹、－耶ぢ‖＝とL連推し、その吉相陀早急に椀封  

十ろノ／王1j、現に同がl針軒ナろ各和一■克計錮京れデーミ′毒についてら†封融け上席＝山ム  

」ノノ引締・1十フニ．  

2 関係者間の連携   

毘皇芳幽鬼馴順組皇の辿挽の璧な旦盤迫建盛21牛1Jl」＿  

旦長」牧忽・周琵脚）に崇めろ併せて、掛苫‡＝聞損庁と・り辿既に  

43  

ついても、継続的な協力棒湖を睦粍十る，また、備如守県も同様に担当鉦門間しり連射本  

刷の兢様に髭と1る 

瞑痛現場においても、救急愕噸郡門と倒産期匠榛郡㍗ll妊琵婦敢急放び胎児・新生児  

枇急）及びその間係部門（脳神隷外科、心防血管外科、I冊科等）の連携を掩進する⊂  

なお、二九については、日本産科喘人科学せ・日本秋息医半金に上るー地域馴小牧南牧  

急体制整備のための基本的枠組の情熱こ関する提言J仲成20年1＝1はE＝ を参考  

上するく また、細道何県は、上紀遵恍を強化して地域の表情に即した位†1ゝ救命救急一日糾  

を盟僻するため、早急に検討の嶋を稔ける。   

救急医症庵治と後方施設との辿携を強化する．こ九については、NICUに長州入院  

している児童への紬掛二閲し、平成19隼12月26［‖こ」周姐私通加（陛政錐絹  

1霊6肌G巧∴ 屈児雇第122即ルl号、杖接錯節12㈹号、僅発帯12260r）】り】が錨川  

されたところであるが、その効果を倹i狂するととい二、更なる朴功な封桁を抽糾十る】   

以上を遥成するためには、圧抑裾切り”を舶椚する必要が  

．。  

3 医療細のあり方と救急患者の搬送体制  

（】）瞑絨磯瀾の機能のあり方   

青部に既述したように、産科l娩域以外の忠1生期疾患を合併ナる嶋堤婦の診疾という点  

ては、二れまで1一分な件制整備がなさjtてこなかったことから、今掛よ、現在の周指期  

托痛ほ能を損なうことなく、琵科u域以外の急性期疾患を合併すろ咋産婦にも巌書の医  

痛がガを供できるよう、周信期匡痛封旅¢魔の見直しをて〒う，   

王た、以Lの内寄を考慮し、地域のこ一スに沿う上う帖を持たせつつ㌧生長州的視点  

にたってノ岬‾ノ言お、扁凋庄川乱手燭癌セン‘ノ  

ーは、現状で膵供可能な詣症技能を明示し、病態に柱：I二た相違先登竜のノ凸速化に佗、－⊥て  

凋荏抑圧子種痛t／クー一つ分掃仰  

・i志含岨環期史子匿樟モン々一 昭膵・結児・箱生LJL望l［卜IN聖徳含周尾州ヒニ ー  

藁科■MFICl＿ト′」児魯l新生児J・トl⊂しtト・ト児外†卜小l里・L舶外†眉   

根ホ軋むモンキー・廟砕拍▲恥神緑井刊・心情外科轟  

結合闇扁抑位子医痘センター 用計児・新生児型）［N聖経合間産期セン々－〕   

荏持斗・トIFICU・小児科l新生児）・NICU（小児外科・小児心臓外科）▲庇   

酔稗  

・地域周産州粒子匡痛センター 化川：型）抽便座胤和訓購ンクーユ   

産科‥卜児韓（抑l三児）・枚命致急センク¶・仙洞」・隠師一筆外科■心臓外朋牒  

・地域荊′じ児胎送センター【N型地域鳳福川センター］   

′ト児糾（新生児J・l芸腫診療判り也械にお∈’ナる祈生児蟻逐及びそのコントロール機能   

を存するJ  

ヒ記の絆祀＝こ沿って附眈酎師）吉相りを1締ける1その招、既存の周演期酎烹掟田川り  

によ障を来サニとのないよう配転しつつ、地域のニースや症例数に見合った応手賢の配卍  

を倹封する。   

なお、粕こ詣要の多い詔：巾訊では、靂軋小児科（新里已）、麻酔科、徴庖偏誘け用  

そ拝設  姐捗塵H川■当神経外札循環器内科、心臓外科虻4）を肯し、救命救急センター  

し、ゼ．要な設躍及び人員を揃えた適正な規模の医轍機関の盟届ほ過める。この頃合∴ ヱ  

J時間患者を受け人れろ－1こ制のため空尉壷件などが必要であるが、病院の堀・嘉上は不托  

鉢と／上ることが予想される。それに対し．苫た、陸尉割鋸輔摘的に救急患者の受け人  

丸美行うためにも、当3友厚奨龍揖‖こ掛祁鳩担が掛からないような王拉節を検討する、  

重た、踊l遺構佃ま、周産期は十医事庚センターの・惚備を適中る豚」地理甘け墨臓H雄姉別  

問杜りりトじなぃ弓う適切n配甘十ケ  

（2）秋0．匿漬・伺花期閃ぶに対する肘較友接とドククーフ「－  叶掛か叫神秘‘Jl受け′ 

、jl宣推進‾j‾5た軌 跡甜；址十匡症セニふ一に吊して一 坦  

鍾鵬迫生鮮抑こ肝胆生色出腑抵対が・ビ㌍でJrる7   

位帥こl＝＿てどi、岸「l怪・れ県別引斜里用言∴hl∴、仙酔科、招急什」描輌  

1＝」．紹撲崇羊廿l琴、問i山裾ノミ相伝師の郡宗州封前にl川上・ろ？声調、†，H汀軋告一ヒン・、′一  

にぉけろ佗梱し・〕i占動、また、旭圧倒lこ†）■】に川和、‾二・Ⅲ封封如．や耕ニl班り明代劇淀弓  

川   
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（3）地域に丁占けるネットワーーク   

店確期杜三区漬しけ㍑供常識冊封南のたイ汗コ、他軋ニ1正さしたネっトワークを1障ミすろ  

ことが重要てわ：1、二の地域不ソトワークの構築にほ、廟庄抑圧垢に問わろすへての店  

毎攫聞及び医樟沌遽者、r糾せ福祉枯設及び担当者、地域の倶建直垢行政の担当者及び地  

域Il三昆の協ノ」が己、麓である）  

（∋ て朋ルナ応と初期世霊  

・詣り董梧＝り土ひ市町ト＝i、そ．†1モ．ど1Cり地峡にブコ‥て、診癌所▲助l芸所を含む手刀耕一  

二次の柘婦J、科怪掠払閑による救急智者し’刑期細心と受入状況を把握すろ。  

研堀封に・三人能ノ）L7刃氏下している地域においては、二び二阻症侮闘は箱憮脾加鼎  

閑れ協力を指て≠昭た描け詫拘引山裾㌢撞 」、一ど、更にノここじて腺乱裾引別離㌢打租   

丁ろ）二n罵言∴∈†吊邦粧腋ユ退者の多ぺを占J・1る妊娠初期の異常ま丁藁科区痘と¢㍍  

ノ、紺㌻狛二「三馴すろことが国難てあろこと訂■ら、妊娠；州別に症状を訴える建昔にニ†  

Lては、その夕雲別にこだわらす、勅苛期卸甘‖攻急として逼り力こ封にすろ・ピ㌍がユっろ  

手月鼎11仁t17二〆）川占］読期匠も宗キットワ【クについてけ、地域の．了完雲1つ生者の判†中  

Lニこもろh呈した陸川を確保する  

・旭ハ諺擁分野明朝霊陸採りい．りとの勘i－を関り‥琵科以外の合瀾座骨藻持＼の月丘・  

LllⅢキに行われる‖珊」とすろ．  

②轟狛和耐郁即雄摘の強化と維持  
卸迂挿門出ま、川肋机勺のハイリスク仕掛品の管理・冶精が；垣切に行わjlろよろ：二 

闇確抑止十怪毎センタ－の人員及び設備の強化を図る【  

・紅蓮井川放U・地域の匡痛打別系昔†ユ、11急愚者に闘1つろ「机真帖紆ンステ⊥を－整†裾＿  

祈埠卜次点U三次t／1荏ヰI匡症依≠世相「∴喜市城川l簑】の言如盲ミ機能や受人状況等享〔√一・  

情報直井イlヒモ虔しノノうととL：二、そ√情鞘石打勅浦潮音職制すろ、  

初期■∴け・／ノ荘†帖訝新出針は・転ブ」こ艮〔、中等庄爪聾者、リノ才女二川Jふに閏1‾ろ卸し 

心肯割を万ほL、投合牒惰律l母子和一‘言七二′′－の並症故急生者17〕三人読ゾル二・値脚二  

柑ノ」‾「∵㌧  
た享汗甜菜四什十手た沃㌢亡ン∵一小文：・り．，ll㌧1t蔚≠侶パ昭雄拉∴粧歯H㍍．L∴  

特に建碑酬越するJ   
同比じ都道伯≠烏、上記の圧制肘掛＝‡＝て巳、要従文仁王；｛斎を検討十る  

】2   

ご二1†Lドクターフ  ∋ 三丁二 ／、盲ホた悍′川』楠木一郎宗叫＝手折工作  

わろり〕音調、首詑帥等に対すろ適正烏ぶ制に†ホ汁十う   

俊痕伏瀾に対しては、投命牧票セン々－はび二次微忽匝離職滞に叩用弛錆銅封朝∴   

ける杜触幽十る また∴減少が続∴打聞・二次芹   
科恒沌．撒閑の」占憧射宅軽からのjl右退去lリj／‘アニゎに．掛時金の弘子上げ等旦措   

置を行うミ   
ト云【≡Lりプ≡‡2前につし＼ては、言…雄†端こ写し∩富硯的㌻ごこキ仙二王イき云い＿ら。71き＼亨て〔   

（給特長；竜しり評Jlm境目√車」〉   

l二」巳rいニ／．いて  

ハイリスソ妊娠・伸一加住拒揖  

母性縄牒す巧人絹占   
・日付畦轟撤忠正l叶三人圭㌫  

lニ胎児■耕一】▼児について（新骨肘掛項  

J仙りごに．乳児の職級成  

】5りngに藩児の取板類   

・杜仲瞳逢の受入実識   
・箱′l二児の受入実識   

・新′仁児搬送（迎え腑ノ至、三刷胎主、戻り附き／．一い′ノウさ音ごi  

訴′巨児外†巨日石件放  

迎え樟吏∴ニノ、世帯「．、▲【量トりE軋11iモき弓‥「てl／、恒モ仁痙杭ILl・てき〒÷■′で一向・r・し：∃・ノ／′E▼ホ㌦  

【l二†’た）身十ろニヒ   

ニノり】lrl圭周丹lⅥナ≡千匡叩セノ   

∴⊥▲づ「引弓り：；どやl二にして∴旦仁ナノノ匡j／言朽二にヨて使丁，言行布を行うこと7ノ▲てを、‾トうモ  

机摘凍圧・碩ヒリに評価∈ゴ1るヂごと坑を一息槻すろたわ、生壁き主王立皇岬に期日三  

周加すると上Lに 一三・ハ⊥撞隷弓ハ轟け十る  

i i 
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また．聖者ニrてと地域tり匡もモ▲福祉一トーヒ㌣諷の文ほの新潮伎菅拍しており、ほ満  

を支援十ろ担当者（N†CしⅠ7、院l忠霊Ⅰ）三コーギ、′ニトー■J－）を、持合呵琵≠勺1僅手厚ナ1：モセ  

ンタ等が配置すうことを芝接する。  

（∋ 人的リソースの錐柏・拡充   

区症現牒にさJいて隋症関係者は現在き】つ．咋1助苓な条件下での別号プラを封撞なく三jt  

ているり 二爪遁辞高或妊鋸）現状を班閲したままて「玉だな区職印ごのみを：耕一玩ば．匡JJ．f  

閑掠者は芸↓らに疲弊し 軋喝刀ゝら細胞十る二上が小ほ念さjlろ。それにより、瞑抑ノトせ、  

助産師不掟、有徳肺不足や、1班別分咄応諾√力軟少が一局進み、既存の一昂産増＝電4I完提r‡り4一  

舶瑚漸薄自作が恥難こなることは明ら71ゝで、し的リソースイカl持巨拡充はまさこ喫崇の  

こ某趣でふろ．二√】た～う、詣外同の寄倒しち考にしつつ、り下に掲げるカ償について検討  

L、そのたと′）の王‡義姉を厭訂寸1‾る 

（4）陸稲馳闇等宣長けるリノーー∴の甜ヰ∠ト1¶強  

qr N＝CUの確保   

川岸湖B十匿債センターにちける姑差迫盲呈入閑・諏の壬†舶てN t CしTL′〕満床にふ√，  

こと：リゝら、モノ〕解消引葵】ることカ；瓜警て一もる）   

綻川■ヒ棒旦lせの増加及び長期ほ方≠を′ビ、要と十る雛J三しとの増加等によって，近てトNl⊂  

し†ホモしし小足していろこと蔓㍍且識し、平成6午度爪J・ユ生‡1・羊研究におし、て提示さゴlこ  

N王CUピ、甘病症叛＼丑丑L万人対20床を見料ナ必要がある  ・瓢邑府ビ．㌔rl、冊生】刀人対25～30床を当面の臼漂と  他捌二応  
じたN＝＝Uの整坦モ湛さわう、NICしlイ／ノ蝿イ封二ついては、睨択の人的州  

ら’加岩音の万別条件、せ昔J一裾更性等を考慰して最適rヒを軒）、謹㌻邑にふたつ〉  

は闇雲に分聴させろことは榔ナる亡  

増偉したN r CIJの適正荘川れた仇∴掛l二1ヒ任痛を担う停帥及ひ肯謹師の晶「1；  

に崇？／〕、そのま慄とLて、伊えば、裾卜l甘科の傑作干・lト門題の広㌍子を認こわろこ  

とや、ヤ門有推師や三ご定常ミⅢ持直壇i等を推jほ十ろ  

医師の舵†基   
層花期故急信偏に従事すろ「引締．11ヤ）′ノ：いをJ杢…じつつ勤丁，7を言tl三読てきるこ±ノいノ∠†  

嬬と箱生児の′l三桁を守ることに直緒Lていろとの㍊細々措たなければならな巨   

荘仁、宗人料ほに【；艮らず、新一l三児怪ブ∫．汀町当匡、軒涌出l隈、枇忍匡㌍どの英】芹l二診症を行  

う圧軸モ貪冶、峠間外勤子賓、帖閻外の救急呼び出し対応（オンコール対応）等につい  

て、け沃鳶登仙慌勘倶汗行、逓印に塑牒巨」るための槻する支援登  

皇塑造上すろ。   

一万、匠師締l崇L′〕た洲二：ま、豊洲宣  

卸することが掛ヽて虚空てあろ そのたム㌧には 

宗一圧境「闇；矩：詰責十る定員1′上の増加ん▲ドLTTユこて、囲えけ、2」峠閏月ミ中一如」モモ提供し  

ていろN f〔IJて㌍Lネ㌣三児r了三71f川当「モの在日を7右り上とする二±1一仁、禁てLふニ∑   

府吊り‖雪につ、てと重J⊥産：ニーL」て言▼F1一行＝甘こ‡ごいてビ1要左／、芦．宣宅員化すろ亡・二エ   

ソ   
ま㌻二 丁年た↓二竃斗l拝や捕吏児相当恒を目指ナ謹手伝師に封ナろ王、泣出豊里二聖農  

拉三⊥㈹与ぇごムノ′ろニヒよ妄7ノ・ビ・せ◆さ‘て」ノろ．召たt】ハ7詞バ邑捌．1に、失う一一、らj±芋リー  

行ぃ封軒ヒ武・肘－ミ箪蓑√て括互ナ」姉紺腔紆を∴二ろ医師直r竜一■lい盲結こ析守   

∴＼‥  

】   

② t隻ノ∫柄fに拡充とNICUに長川入院している重才走児に什ナろ支援作；刷の充」ヾ   

重度の岬場と障諾等のため究尾に戻jLずNICUに長期入局している退店児二りし、－－  

J＼ひとりのり己鼓にふさわい、樟育・亮ぷ抗境を沌潤するため、地域の舅†占にI一こじ、l；⊂  

リ∴卦産児に封眈できる一般小児病葎」塵張心耳福富り己施設等のf≒ノ川中玉を悪棚十るニ  

ヒか・か要でムろ．人員、誇備とLにイ十う〉7〔状況に〔わるi姜万病托を憶備L、NICしJに  

入院していろ児抗にとってふさ わしいん．緩卜壷長針掛・・」′「Fき行をl／已サニとにより、「J  

Cしlレリ】1削り川を‖J荘ヒ十モ  

このた山上辿±＝牡と児新味等への手持い宕珪♯地声なと対止描力の敦化宣且  

咄産土生勘己呈塵雛？豊姓曇と塁星皇坐史亘セ聖1†〉二   

加ニーて．遺粍l＿た重す．一長lむいま・Lしてi王二王」，声11呈一：与る上モ 他址ヱニ丁う二十ろ一帖l百■巨け  

－ヒ∵1・り禿メ‡⊥p言方問青砥ステー・■ヨン旬官用肌用む二向日∴・モ∴J仁ー席′＼い一Lに壬一廷1′も 

／jJ±て三．「ユフ、隆二二＼り㌻てきろ】′・ノ】二、′ム占／一たÅPしい、√トナ「‘7   1トー：ゴー・惟′川上  

■】 

． fさ三≡？≡三芸㌫三三還送芸芸：…ごご1：≡：‡  

1ゴ  
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・助産仰の碇l累   

算参痘所等に狗務ナる肋積帥の甜菜や地域で椎正妃の尉建指導を行う要員等として   
の助在師の確保が必要である。また、病院においてざま助産師による牲痛純種診虻」劫  

程師外茂十Fチーム区掻としての院内助在所を胤蛙十る必要がある。ニのためには、  

地域における助産飾の碇保や助躍師の養成を推進するととLに、教育を弄ノさきせ動岸  

帥の1′j毘の向上を回るg・繋が言っる。   

約2万6千人いる）捗在肋扁肺の；さ掘ヤ址伸こ動持する軌法師を産科こ呼び戻すこ   

と、また、助産師が充足している施設7ノゝらニド足している施設への‖j向を膵越するrl刷  

を構蒸することなどL絶僅第の一つである。  

・有徳価の醸匪   
倒産期同額に脱わる肴純師、抑二N【CUの管誰師の′ド娃を緩和するため、有詑潮  

が■即■】性を高め‘責全に寄掛こ当たるたゎ一）の捌‡・教盲の佳奈を脆性することも重要て  

ある。柑二N】CUに関接する詑虻芯地師等の卿－】性の高い有言些師の1篭成ヤ〟J閃電：堕  

師び1重症心身持寄児等に対する扇：塵研鮮の應比が必要でぁる 

4 救急患者搬送体制の彗備  

（1）位什：鞘送†′1甜J   

巳†＝偵送には妊和議挟急のた～／）の補選と胎児及び出生後の蘭虻児の治症のたれの旭  

逆がある．掛二牲J′F救命欺莞】に長‖ノては．病臥二応じた略を体制のワ引鋸ゝ急が九、以下  

の対応が火i・㌧られる。  

酬■1家が怪羊的見地から卜分に快打した上で、盤急患者の押出じた搬送墓  

地任蛙ナるて 即寺に施設間転送と微意凋による値ほ権道そ九ぞれについての  

手l帖を電める＿   

・l司産期良子医痘センターけ、」二記の某・匹に！‡rjらして塞急抑し左皇  

△韮坐皇度盛寸るとともに、拙か憮な病態を公たする。   

・周紹期揖子穫痛言センターrま、削完の「帥ノを踏まえ、救急悪者の望人†1がF）剰二  

できろよう問址指標杓と細密に助詞し、適携をl主1る＝   

・胴神絹外†L等の閑適掛兵科を有しナfい岡澤凋1山手旺滞貨センターについてほ、近  

「長の救命j貴ユセンター等といつても迅椀できる住用侶㌢監え美＿   

▲ 宗粗銅引≠は、周澗測‖重症l鋸紀∴救割引離職l血相会やメディかレコントロー  

′レ協撤去といった匠疲関係者や消防糧‖来者が奥まる協ぶ亡妻等を活用L、周琵抑  

に閑適する牧ヱ他者の文人先のi窒定、洲誓及び惜郁劇l如）ありリブ等を1鯨ける，  

消防機儒柾購描と柄院前1次措の質向＿トのためには、メディカルコントロ←′ト体  

制J）陀一塁カて重㌍でぁり、メディかレコントロー′し机駈会に周首班叩引研軋信者1  

参画するなど、メディかレコントロール帆談会においては周琵抑圧牒との連携  

に十分配膳JするL  

齢鋸耶，～fま、†拍．数寄の陸運及C、ま人荘準リノ運用にあたり、必嬰に「ごじて、虚  

鑑糠星△秋山  
温脚±とLに、そのたわに必要宣伝席灘潤＝1】Tミ  

ュ接窮÷行う  

し2J新イ】＿児権道†ト；肌   

N【C－＿ノノン互い佑㍊ヤ日雀で．り月三に童った紋川ごた‖こ盟児なとを托さする事件酬j等逐  

一棚」についてし音別箭を旛叱十るノ圭た、和／l三児の）担え右投違、三角机運．房州ミ連rユ▲とを  

担うl別行ヰの（甜j】を適正に評hllけっ．7て】減刑骨ふ≡引j二となって新‡l二児柵ノ至や‖1邪道に  

Ilヽ  

・女性匡仰の猟既j継続支援   

如肺腑汗二枚び罷‘ホ・育休彼のj裏暇⊥接のため、陀州米寿所や病児  
備を侃適するとともに、呪仔するf並々のー呈寿サービスの利用を支援する・と．要があろ．  

また、短11古間止規J荘川ヤ交代グ加別l」の蛍人箪を准れ女†生瞑師が拙；記して勤務できる  

戊境を整備する，  

放急l；ギ・員〝ノスキルアップ   

妊嗣子や祈リミ児の楯ノ引こ関わる救急・は員リノスキ′L7二′フのた／／．・、ノデrかしコントー  

ロール膵領」の「で、他念じ莞H±問責関係者の連携を強rヒ十ろ∵地域メギ㍉→′Lコント  

ロー′L什捌を通じた収忠陀拭の訓挿・教育に、周正明＝紺系者が柏桐勺に宕加1‾ること  

甘訳わ玩てう 

l御4】÷ド蕾作恕補助者の融牒   

伍師・助積朗・首紹l師等が、そhぞ九の菜鴇に牲念できろょう、匠椰♯代作蓑捕  

l者を一ど・望鋸妃声封－ろ  

J7  

女胱：できるトククーか－を瞞え、併せて運転手、作連担当医師放び青誰師を臆悍十る】  

その場台、ドク々－カーの放置施設及び搬送の具作的な堰用等については師宣府県の出  

産期医帝瞞会で検討する亡  

（3）広域搬送体制   

地域の必だ佳に応じて、凪鑑査超えた鳳魁那抱び救急保との救急撒送ネットワーク  

皇阻鼓するヾ  
関係する都道府m及び用宗期山手怪程センター、周花期救急値鞘システムの役割につい  

ては周靂期瞑痛対第事業の見直しの中で、明確にする，   

広域始きに願しては、救急圧蛎朋ヘリコフグーや消防防災ヘリコブタ一等を店側した  

折返膵制を†舟討する‘更に、県境を越えた植速成例にご糾、ては、家族の利便性の肌．資力－  

ら、また母線が児に模する随会を増加させる芸胱でも戻り隅送の必要性は高く．二れに  

けする作刑場備を推進する 

（4）戻り傭雇   

総合周荷抑圧子医瘍センターが受けMtた妊錆婦及び新出ヒを、状態が改汚し摘連元  

区域機関での受入が可鰍こなった時に、問責り推送）  

を促進する。ニの帖、柄院及び宗族の経済的嵐但を離崩するための対好等も検刹ナるっ  

5 枚急医療情報システムの整備  

（1）周制動急槽繊システムの改良   

・新郎抒拙ま、周庄執政忠描靴システムの運用改吾及びモの充夷を図るたわ、蛙  

咽t必要に応じて通釈県が典川で設払l）する，ミた、睡蓮先選  

定け私達化等のため嗣焼モ行う値瑳コーチ1■ネ一夕ーをコ】時間借倒で配起し、  

」㍑∵腋連を＝＝音に1蛭めろためにゼ・壁な一心掴整備を行う   

・甘甘粍偶の空席値鞘や諺疇作制こ閲十る正論引む靴が迅速にに超され、自動的  

に7ンフ≠－トさ言し さらに地域の開院請睡閲において広（共白■できろょう壁  

抑十る モ爪たj′）、1捏祁馴7技砧り前川を陣討ナる  

・卿を推  
進する．併せて、匠師岡七山捕縄莞換がてきノも性能を付加することが望ましい二  

】7   

また、助産所力■らの■去もぅノド崇に川芯十るたれに∴肋在所も州1巨1きろシフテ上  

が望まい、＝   

・空庫1粁択の人ソ」や転院脚貞なとの錆業務を担当すろ酬  

を図る。また、戻り腔i圭をl利別こ稚適するた裾こは、患者や家族に納得l＿ても  

らえる十分なインフォームトコンセントが必空で、それを担当する帝脚謹炎  

等の配置が望ま九i   

・地域によっては、県東を趣えて特有できる情聞シフこテムを漫瀾ナる【   

ヒ吉］に対し、支援策を倹封する【  

（2）搬送コーディネーターの投制   

躇送コ佃滅潤そ促進L  
そのた脚く順逆コーチイネー一夕ーの職輔と勤務場所は、地域の黒偶に  

応じて決める亡その際、要員レ）惧捕として、酢完期の巽†≠】▼に詳い、肋信輔等の活用をぺ  

隠する，  

（三∫俺達先月年会・損耗  

俺達コーチィ不一クーは、封帽潤川端」で伍垢服摘針やl≠帰・ら町位相を亘り、ま  

た一般市民からの用鵠にも応じつつ植逆光の照会和職汚行う，  

（争†躇報損壊  

相違コーディネーターが匝癌性抑二働きかけ、各周確期母子医境センターの応‘i■六  

状況に関する†＃報を稚動的に収鵜・更新する一  

第5 地域住民の理解と協力の確保  

1地域住民への情報公開   

位ユ僅耀は、地域叫l＝民と拝烏端l狂者桝ヒ．1：柑司で甜呈丁ろいノてニーりJ：）Lしし1一  

問キl呈撞‾「ろたナナ′にど土、rl三根・／け鮒ギと「妄りノが／ド可クこて乱フ5 

同、都道府≠．匠症恍問は、D：良しハたJ・㍉項侶拭蓬【］ブヱヒを設：う、†Jt榊’．1にl㍍肘棚泄  

と喜揮貢パ〒う：けこば、アクセスが霊㍊でセノ∴い干すい頼訂けサイトー▲羊Lり㌫一：了′Lトイ  

モJ’⊥：三上け、l冊ヱモノクーLr）清川l、小児．jkユ．じ言一拍瑠満載（再300り】7L±′壬・完プ：ニ  

せて、1′〔き、区毎閃卦引離郡針∵いて 地味l王民に漬槙的に公園でう  

IH   

」さ  



‾亡ら、丁糾ヒ十′こ言清純とし「1コ、以ド中上う㍉亘（∫∴ナえ仁」lるカ．言巨ま」llについてご丁  

キiこ椅討を行う  

り是供J貞bLり別ノ  

（ll地域の粋忠区毎作．佃に閲する空木程†宇lコ   

（2）†′澗廿日の敷′き運者壬人r＝1j   

に＝「＝上汁㌣急時に持沌托靴別 了クセノ」ケカ法に闘丁る詳風帽㈲   

トり㌍ニ廿封∴⊃：ナる建∴者や㌫玩L7〕111生んr主にRヨ1る措乳   

（5、J昌仙」或の庵一花期勅工爬減刑珊   

圧り さ川蝉厨り」沌取扱施ぷ・け婦祀ぶ虻竜け用パ   
＝）妊斥相中冊訴用拘備前女性㌦′J冒1／＼き」．■．郡   

（S）Jrリニ児 乳児等しわ育児に闘丁るL■‡粧  

2 地域性民の啓発活動   

地域J」拝廟彗岸j竿を〕垂じて地相上Rに1けユチ（宇、ヒ指廷f÷五大ニせ ハイリスー7仰√キ   

う′・防にう頼ろとと1．に、圧Hに妊拙超巾詭1上ルビ、豊根二ついて刑ギ■ン′ト：〆）、．jこ三糾丁  

七山′川ン■ルナ図ろ ′1ウニ立直】屯jE川和、ぷ次行毎朝荘】山㍑捏1り蛤J■♂〉と、空1」ニギー、しr．ノf  

徒を促し、モ］tらの活す．い、勅軋祖師干保桂価内払瞞的ネ画を推進すふ 二九には 誇J．「  

所の拝帥等しl血刀ナる 

，ミミ£叫Fノユ1ケ里ノブ1告≒；について、地域が行うー■三f〔′＼Jノ措定一打rJjをエlノ三すろ 

同比U‘恥旦押出ゴ r」民主附り他鮎迂J〕井川1rご土呈出虹主三民生ふ亘州皇き 

旦近し1＝ラこととい二地域¢購l琵射貫11．てを守ってしいこことが史㌍て㍉る。  

卜記のデ〉クに基つき、同はび瓢i芭府しー．1、ごエ．打盟ない範を描ぺ、そLT・効黒蓬牒一誌し 

睡証詰異に篭づぎ史ナ⊥る出色を加える   
周広州摂痘を含む数．三1屈み川；制の向上Lウた∠1にほ、じ〔上けノ1筏L）組みを謝儀し、已女艮サ  

イク′しを州Z成十ろこと眉】1・賀て．frる⊃  

第7 おわりに  

幸懇談曇烏、喜築の重要言放び誓急性に鑑、1、馬民が号‡・L Lて出産ニニ臨ガ′ろJ』霞期巨≡  

塙伸制を惚備十ペ（短矧聞て末寺「ほ手書を爪【〕まとめた。作生育働省におい「二†i、町世1  

ほ？診腫常洞lしとの制占■等封ホ討する1ご達千石▲：エビ、要ね；1節を施すことを要請する   

増産期培急性症隕l帰濃紺㍑L某宰的には祐道府県が根城の秦橘を踵まえて膏 一、き  

てJrる力て、その基本万引は国力▲王寺定Lなけ几ば′：仁らない∴本報告苦に示し仁提言は．毛  

乃一計川鋸紺l敢ユ圧痘を向上させらためし㌻リランドテサノー／てあるb今†壬．同は、爬干   

か挽丁21に謳うほ子促地政策としての周忘却l区症捏l勘≠刷の一同の線化ニ㌍こ、うると  

といこ、j墨跡づけるよう、匿正そ封佃＝こ関する  

型板方針の改喧を行い、中長期白勺視蕉力▲ら〃リ）組むへき吊策については、短期間に辻打  

てきるものでは存し、ニヒカ▲ら、ニ」tをヨ言祝十ろた上小〔ロ）卜て二′ブを作成し乱ほ井川、毎；  

に明示するニヒが望ま爪ろ 

買6 対策の効果の検証と改良サイクルの構菓   

粧掛倒．tに、′（テイカ′しコントロー′しト紬㌧とニP，郁ノノ旧；ヨ1；川川して、址迂逝吐走＝】  

王の時間等のデー空j二要理し 地峡二上靴‡去1‾る   

三ノ⊥∴ 計エ、㌻月：一重伯11㌔±帆ノ」1＿て、凪売州「差Jjlノけ－ノ（′イ甜．右七亡耳、同様抑杜l  

二王、；／＝二しLこ牡亡三こ、乳±カ児唯」芋、卜記死亡机音挿匠惹′」・勺訳 ワEt二√J鞍帆 具〔トニ1  

二し7り山†【r■く別′j言，」1なと）キ1i伍し、定期的：こ±ヨ；1ろ  

】l  

．1〕  

r周産期医療と救急医原の荘保と連携に関する悪言炎会」亨責討経緯  

第1匡1平成ご0年11仁」5日   

⊂嘱」産抑限」完と拙忠臣症中期丑と諜粗について  
⊂＼吉見夏Jj築  

こ吾2回 平成2〔川二11〔20日   

つ地域の¢例等についてと丁リング   
（助産師の取【つⅢ≒、広島り㌔、の昭リ1，Rみ、ナFl●た！慎の聡り組み）   

G今伝のけ撞こついて言－ェ言一議  

弼3「rl平薩三Ofド11f」25日   

仁】花卜川石碑についてヒアリンノ   

1つ今後の紆掛こついて詫論（煎抑的吊領についてJ  

窮」一山 平正二0年1三月b「   

○重症心身隋宗児施設についてヒアリング   
0今f麦の対寄引こついて．：～、．論l中生娼l的対狛こついて）  

苓5回 汀二戒20車12JjlStヨ   

ウ鋸呈．悲u封 について  

輌6巨l－l乙正三l：l・2‖3F   

O都鳥・よ（昔日二ついて   

「J司屋期医療と救急医痙の荘保と達浣lこ関する誓言蓑会」指成員  

・二i、1   

阿1■享 5京子  り∩ろう 川、児降積 守ろう1十ヒノい芸いノ）会 代ゴ  

‡rてて  nlセ  ロ〃和大1「居辛荊；才女急仔：ノ声言l冊弓 手招認購  

国立循環器病センターー周岸律】H 部た   

北世大草恒・圭部琵婦人Hヰ 王女ほ  

大野レディスγリニ／′7 保具  

岬戸口大：こ・陸キ矯膵削．宕人禅宗教宗 主任よケほl◎）  

l川ー壬大′J一ほ学部長 月L㈹塙堺凧守悲怪1県拍膵  

育‰ホ〕一／二総合病院l致命扶ヱしtニノ＋気  

l軋更生大学怪・r一瓢J宗廿．1工人f一代晶腔巨 て‖里■く†壬  

旭日」研削   
而刑†「山   
人勤：1て正   

岡封＝  某   

霊山 キ正   
目上 正／＼   

ト下Jl号之  

杉本 ．．■： 大ず好夫一′ノノほ学部救ヱ・、Jン三‘1・・螢ほ†ロ）  

州1j仁徳 1肯封真一ーl大草に意匠樟センター読点国権糊付子医椋 ンシr長  

雌1・j 止三l普  天阪爪卜■仁け千附痩総〔㌻匡ん「センヤー 謹妓  

描州l宗一川  和い糾∩院 釧′右左  

＜歩三人ン  

壱l†う 止高  F射て林立刃1討；樟育センター 指圧  

岡本ご作手  りL）日本助産師主 副皇去  

一坦Jj 止i′．≒ J三島り．用拇指潮濁点  

ii■雌 l 芹藻県た中央掴宣言念こデJ占J荘期息子怪掠センユノ1E  

甲ル正一仁 」盲土「亘f一けH叛言沌㍑り／P一 扁イ巾l再＝一】言如′fjヒ  

†敬廿帖、け十計l自・を嘩寅、亡僅iをlい1【ミ   
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別添  

＜主な検討事項の一覧＞   

◎既に対応又は対応中の事項   
・J草生労附絹の救忠厄頼担当と圧」1正対1匡積」旦当の址携強化   

・厄師の手当や執務環境の已立澤等のための財政丈招   
・缶作用送コーディネーターの配軋＼の支援  

皿広行児一帖粂の引き上げ  

○平成20年度末までに検討すべき事項   

・増産期母子匡痛センター時の実一抜凋請   
・固花期隠墟職制」のり窪備指針（周在勤母子瞑療センタール指た英雄を含む）の見  

直し  
倒産糊軟忠相祁システ⊥の改良  
公務員である医師の雅量規程の運片＝こついて励加  

※ 国産朋母子医標センター等の見重しに際しては、厚生労働科学研究班こおいて、貝   

i本的な横言寸を行う．  

主な検喜す内容）周置観母子医環センターの性能の把温、再分短と指定翠準、初期・二  

次周産朋匡標穂関を含めた地域ネットワーク、同産期医茫と救急医環の連  

携、周産舶救急雷琶の肩掛こ応じた搬送・受入茎準．広域抜道、迎え歳還、  

≡角l羞送、戻り1羞送、医師■竜王望師の行う新生児緊急】筋道、コーディネー  
ター、擢送・受入の迅速化・円滑化の万薫、情報公開のあり方等  

◎平成21年度以降に検討すべき事項   

・隈疲計匝iの基本ノノ別の見直し   

・NICし†の鰹備〈の支1桑   

・GCUヤー出資小児楓末等の手厚い有言馴哉邑配i邑など斜に能力の慮化のノ∫姫   

・重症心身隋筈児施絵等の役ノブ楓圭及び短期入所並びに劇痛心身障害児が入院て  
きる小児病庫の一度備への美ほ   
・虫】．t心身障抑一炬汀在宅症藩の友接   

・闇夜州怪力譲対策♯菜の見直L  

L」増産州偵急患者の病態ににじた搬漣・受入諮進の作戒   
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・佗逐元信症校閲等に摘返する圧制 憤り抽送＝‥昆進  
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・牧恐柏送の失態把佗   
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